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利
根
沼
田
広
域
市
町
村
圏
振
興
整
備
組
合
で
は
、

群
馬
県
利
根
沼
田
県
民
局
か
ら
平
成
19
年
度
千
客
万

来
支
援
事
業
補
助
を
受
け
て
、
地
域
情
報
発
信
事
業

と
し
て
利
根
沼
田
文
化
会
館
屋
上
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

カ
メ
ラ
を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
利
根
沼
田
文
化
会
館
屋
上
か
ら
の

眺
望
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
カ
メ
ラ
に
て
ラ
イ
ブ
映
像
と

し
て
本
広
域
圏
組
合
運
営
Ｈ
Ｐ
「
尾
瀬
ネ
ッ
ト
」
を

通
じ
て
広
く
情
報
発
信
を
行
い
、
本
地
域
の
四
季
の

移
り
変
わ
り
と
魅
力
を
伝
え
る
と
共
に
、
今
こ
の
時

の
利
根
沼
田
を
発
信
す
る
こ
と
で
、
お
客
様
へ
の
来

訪
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

更
に
は
、
利
根
沼
田
地
域
の
基
幹
産
業
で
も
あ
る

観
光
業
に
お
い
て
、
お
客
様
へ
の
案
内
業
務
等
に
広

く
利
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
カ
メ
ラ
の
設
定
ビ
ュ
ー
ポ
イ

ン
ト
は
、
現
段
階
で

上
記
イ
メ
ー
ジ
図
の

５
ヶ
所
を
設
定
し
て

お
り
ま
す
が
、
随
時

ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
を

探
し
て
設
定
を
増
や

し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
お
持
ち
の
方

に
つ
き
ま
し
て
は
、

尾
瀬
ネ
ッ
ト
へ
の
リ

ン
ク
設
定
は
各
自
の

責
任
に
お
い
て
ご
自

由
に
設
定
し
て
く
だ

さ
い
。

全
国
の
救
急
隊
出
場
件
数
は
、
平
成
17

年
中
に
は
約
５
２
８
万
件
と
、
10
年
間
で

約
61
％
増
加
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
、
救

急
車
で
搬
送
さ
れ
た
方
の
約
52
％
は
、
入

院
の
必
要
が
な
い
方
で
し
た
。

一
方
、
救
急
隊
の
数
は
10
年
間
で
約

８
％
の
増
加
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
救
急
車
が
現
場
に
到
着

す
る
ま
で
の
時
間
は
、
全
国
平
均
で
約

6.5
分
と
、
10
年
間
で
約
0.5
分
遅
延
し
て

し
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
真
に
緊
急
を
要
す

る
方
へ
の
対
応
が
遅
れ
、
救
命
率
に
影

響
が
出
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

救
急
車
の
適
正
な
利
用
に
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

「
救
急
車
の
適
正
な
利
用
の
お
願
い
」

■
症
状
は
軽
微
だ
が
、「
交
通
手
段
が

な
い
」、「
ど
こ
の
病
院
に
行
け
ば
よ

い
か
不
明
」
と
い
っ
た
場
合
は
、
民

間
の(

※)

患
者
等
搬
送
事
業
者
や

(

※)

病
院
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
等
を

活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
定
期
的
な
通
院
等
に
お
い
て
、
タ
ク

シ
ー
代
わ
り
に
救
急
車
を
常
用
す
る

こ
と
は
控
え
て
く
だ
さ
い
。

■
救
急
車
以
外
に
搬
送
手
段
が
な
く
、
緊

急
に
医
療
機
関
　
等
に
搬
送
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
場
合
は
、
迷
わ
ず
す
ぐ
に

救
急
車
を
要
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
患
者
等
搬
送
事
業
者
と
は
？

緊
急
性
の
な
い
患
者
等
に
対
し
、
医

療
機
関
等
へ
の
搬
送
を
行
う
事
業
者
。

利
根
沼
田
に
は
現
在
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
、

消
防
本
部
に
問
い
合
わ
せ
を
し
て
く
だ

さ
い
。（
1
２
２
―
０
１
１
９
）

※
病
院
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
と
は
？
　

都
道
府
県
や
市
町
村
等
が
行
っ
て
い

る
、
受
診
可
能
な
医
療
機
関
の
紹
介
を

行
う
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

利
根
沼
田
地
域
は
（
1
２
４
―
０
０

９
９
）
に
電
話
く
だ
さ
い
。

（
総
務
省
消
防
庁
資
料
）

■お問い合せ
利根沼田広域圏事務局
TEL ２２－３６９１
FAX ２３－８３３９
＜尾瀬ネットＨＰ＞
http://www.oze.or.jp/

関越自動車道方面

利根沼田文化会館屋上に設置
したネットワークカメラ

武尊山方面

谷川連峰方面子持山方面赤城山・昭和村方面



11
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で
の
７
日
間

に
わ
た
り
、「
平
成
19
年
度
秋
季
全
国

火
災
予
防
運
動
」
が
全
国
一
斉
に
実
施

さ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
火
災
の
発
生
し
や
す

い
気
候
と
な
る
時
季
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
火
災
予
防
思
想
の
一
層
の
普
及
を

図
り
、
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
火
災

等
の
災
害
に
よ
る
死
傷
事
故
や
財
産
の

損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
展
開

し
ま
す
。

特
に
住
宅
防
火
対
策
と
し
て
、
消
防

法
の
一
部
改
正
に
伴
い
平
成
20
年
６
月

１
日
の
適
用
期
限
ま
で
に
既
存
住
宅
に

お
け
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
早
期
設

置
の
促
進
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
放
火
火
災
防
止
対
策
に
つ
い

て
は
、
全
国
に
お
い
て
平
成
９
年
以
来
、

10
年
連
続
で
放
火
が
出
火
原
因
の
第
１

位
と
な
っ
て
お
り
、
当
管
内
に
お
い
て

も
今
年
に
入
っ
て
放
火
又
は
そ
の
疑
い

の
あ
る
火
災
が
約
10
件
発
生
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
放
火
火
災
の
防
止
対
策
を

一
層
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
福

祉
施
設
や
本
年
１
月
の
兵
庫
県
宝
塚
市

の
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
店
火
災
等
を
踏

ま
え
、
自
力
で
の
避
難
が
困
難
な
人
た

ち
が
出
入
り
す
る
建
物
や
、
不
特
定
多

数
の
人
が
出
入
り
す
る
建
物
に
対
し

て
、
防
火
管
理
体
制
の
充
実
、
違
反
是

正
指
導
の
推
進
な
ど
総
合
的
な
防
火
安

全
対
策
の
徹
底
を
図
り
、
地
域
自
ら
の

火
災
及
び
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
も
の
で
す
。
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(

財)

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
群
馬
県
支
部
で
は
、
次
の
と
お

り
消
防
設
備
士
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

消
防
設
備
士
と
は
、
消
防
法
に
基
づ
き
設
置
す
る
こ
と
が
、
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
消
防
用
設
備
等
を
設
置
す
る
場
合
や
機
能
の

点
検
を
行
う
場
合
に
必
要
な
資
格
で
す
。

■
試
験
日

平
成
20
年
１
月
20
日
　

■
会
　
　
場

前
橋
工
業
高
等
学
校
　

■
受
付
場
所

県
試
験
セ
ン
タ
ー

■
受
付
期
間

11
月
26
日
（
月
）
〜
12
月
５
日
（
水
）

※
受
付
願
書
は
消
防
本
部
・
各
消
防
署
で
配
布
い
た
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先
　
消
防
本
部
　
　
1
２
２
―
３
１
３
７

中
央
消
防
署
　
1
２
４
―
１
７
３
４

東
消
防
署
　
　
1
５
６
―
２
３
０
０

西
消
防
署
　
　
1
６
４
―
０
０
０
２

北
消
防
署
　
　
1
７
２
―
４
３
４
９

平
成
19
年
10
月
21
日
に
前
橋
市
の
サ
ン
デ
ン

株
式
会
社
敷
地
内
で
、
緊
急
消
防
援
助
隊
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
合
同
訓
練
が
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
の
１
都

９
県
、
総
勢
７
０
２
人
が
参
加
し
て
本
番
さ
な

が
ら
の
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

利
根
沼
田
広
域
消
防
本
部
か
ら
は
、
車
両
２

台
、
隊
員
７
名
が
参
加
し
、
他
県
隊
員
の
技
術

を
学
ぶ
と
共
に
情
報
の
交
換
を
行
い
技
術
の
向

上
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

沼 田 市

沼 田 市
(白沢町)

沼 田 市
(利根町)

片 品 村

昭 和 村

みなかみ町
(月夜野)

みなかみ町
(水　上)

みなかみ町
(新　治)

市町村名 巡 回 診 療 地 時間 11月 12月 １月 ２月 ３月
上発知富士見開拓センター
佐山開拓集荷所前
堂改戸･沢田商店前
生枝集会所前
追貝原･谷尾宅前
平原生活改善センター前
小松集会所前
根利集会所前
砂川集会所前
穴原生活改善センター前
戸倉･ロッジ松浦前
下平道路上
花咲･鍛冶屋･山太屋商店前
赤城原･須藤牧場前･憩いの家前
大河原集荷所付近
小和知公民館前
大峰集荷倉庫前
湯ノ小屋
大芦公民館前
北部生活改善センター前
原集古館前
粟沢公民館前
上羽場分館前
工貫･高橋達夫宅前
茅原高齢者会館前
笠原生活改善センター前
東峰分館前
恋越分館前
入須川分館前

14:25 
14:55
13:00
13:30
14:30
15:30
9:00
9:50
13:00
14:00
12:30 
13:15
14:05
12:50
13:35
14:10
14:25
10:00
10:35
11:35
13:10
13:20
13:00
13:50
9:10
9:50
10:30
11:00
11:30

22日(木)

1日(木)
19日(木)
1日(木)
29日(木)
6日(火)

27日(火)

22日(木)

13日(火)
15日(木)
8日(木)

13日(火)
15日(木)

20日(火)

20日(木)

27日(木)

27日(木)

4日(火)

25日(火)

20日(木)

11日(火)
13日(木)
6日(木)

11日(火)
13日(木)

18日(火)

24日(木)

31日(木)

31日(木)

8日(火)

29日(火)

24日(木)

15日(火)
17日(木)
10日(木)

15日(火)
17日(木)

22日(火)

21日(木)

28日(木)

28日(木)

5日(火)

26日(火)

21日(木)

12日(火)
14日(木)
7日(木)

12日(火)
14日(木)

19日(火)

25日(火)

4日(火)

27日(木)

25日(火)

11日(火)
13日(木)
6日(木)

11日(火)
13日(木)

18日(火)

秋季全国火災予防運動
平成19年度全国統一防火標語

「火は見てる　あなたが離れる　その時を」

消
防
自
動
車
や
救
急
自
動
車
は
、
一
刻
も
早
く
火
災
な
ど
の

災
害
現
場
に
急
行
し
、
被
害
を
最
小
限
と
す
る
た
め
消
防
活
動

を
行
い
、
ま
た
急
病
人
等
に
は
応
急
処
置
を
行
い
、
速
や
か
に

病
院
へ
搬
送
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

消
防
自
動
車
等
は
、
緊
急
時
に
迅
速
に
通
行
す
る
た
め
、
道

路
交
通
法
で
は
「
緊
急
自
動
車
」
と
し
て
、
一
般
の
車
両
よ
り

も
優
先
し
て
走
行
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

消
防
自
動
車
等
の
円
滑
な
緊
急
走
行
の
た
め
に
皆
さ
ん
一
人

ひ
と
り
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
消
防
自
動
車
等
が
、
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
な
が
ら
、
か
つ
赤

色
の
警
光
灯
を
つ
け
て
緊
急
走
行
し
接
近
し
て
き
た
場
合
、
一

般
車
両
は
周
囲
の
状
況
に
配
慮
の
う
え
速
や
か
に
進
路
を
譲
っ

て
く
だ
さ
い
。

■
緊
急
走
行
時
に
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
す
る
こ
と
は
、
法
令
で
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
夜
間
等
の
サ
イ
レ
ン
音
に
対
し

付
近
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
消
防
自
動
車
等
が
接
近
し
て
き
た
と
き
は
、
交
差
点
を
避
け
、

車
両
を
道
路
の
左
側
に
寄
せ
て
一
時
停
止
し
て
く
だ
さ
い
。

■
消
防
自
動
車
等
が
、
高
速
道
路
な
ど
で
本
線
車
線
に
進
入
し

よ
う
と
し
て
い
る
と
き
は
、
こ
れ
を
妨
げ

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
方
や
歩
道
の
な

い
道
路
を
歩
い
て
い
る
方
は
、
速
や
か
に

進
路
を
譲
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
狭
い
道
路
な
ど
で
停
車
を
す
る
場
合
は
、

消
防
自
動
車
等
の
通
行
に
支
障
が
な
い
よ

う
に
配
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

消
防
自
動
車
等
の
緊
急
走
行
に
対
す
る

ご
理
解
と
協
力
を
！

平成20年

巡回診療車運行計画【11月～３月】
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平成19年度　農業共済事業業務状況公表
○上半期（平成19年４月１日～平成19年９月30日）

利根沼田広域市町村圏振興整備組合農業共済条例第148条の１ならびに地方公営企業法第40条の２第１項の規定に
基づき、平成19年度上半期農業共済事業業務状況を公表します。 理事長 星 野 已喜雄

引 受 戸 数

引 受 面 積

共 済 金 額

農 家 負 担 額

被 害 戸 数

被 害 面 積

支 払 共 済 金

3,384

94,844

696,198

10,949,469

－

－

－

戸

a

千円

円

戸

a

円

農作物共済（水稲)
引 受 戸 数

引 受 頭 数

共 済 金 額

農 家 負 担 額

被 害 頭 数

支 払 共 済 金

146

8,061

905,345

69,178,742

2,123

49,809,178

戸

頭

千円

円

頭

円

家　畜　共　済
引 受 戸 数

引 受 面 積

共 済 金 額

農 家 負 担 額

被 害 戸 数

被 害 面 積

支 払 共 済 金

131

5,045

517,490

7,276,993

－

－

－

戸

a

千円

円

戸

a

円

果樹共済（りんご)

引 受 戸 数

引 受 箱 数

共 済 金 額

農 家 負 担 額

被 害 戸 数

被 害 箱 数

支 払 共 済 金

75

446.8

19,569

155,449

1

1.6

－

戸

箱

千円

円

戸

箱

円

畑作物共済(蚕繭)
引 受 戸 数

引 受 棟 数

共 済 金 額

農 家 負 担 額

被 害 戸 数

被 害 棟 数

支 払 共 済 金

310

3,670

1,050,776

5,929,911

23

43

360,346

戸

棟

千円

円

戸

棟

円

園芸施設共済

農
業
共
済
事
務
所
で
は
、
り
ん
ご
を
対
象
と

し
た
果
樹
共
済
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

果
樹
共
済
に
あ
っ
て
は
、
特
定
危
険
方
式
と

減
収
総
合
方
式
が
用
い
ら
れ
、
特
定
危
険
方
式

の
暴
風
雨
方
式
、
暴
風
雨
ひ
ょ
う
害
方
式
、
暴

風
雨
ひ
ょ
う
害
凍
霜
害
方
式
の3

方
式
と
、
減

収
総
合
方
式
の
一
般
短
縮
方
式
の1

方
式
の
な

か
で
、
加
入
の
際
、
農
家
の
方
に
選
択
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
樹
齢
五
年
以
上
の
園
地
で
、
総
面

積
二
十
ア
ー
ル
以
上
ま
た
は
類
区
分
で
五
ア
ー

ル
以
上
栽
培
し
て
い
る
農
家
が
加
入
対
象
と
な

り
ま
す
。

◇
割
引
、
無
事
戻
し
制
度
も
あ
り
ま
す
。

共
済
掛
金
は
樹
齢
、
品
種
、
栽
培
形
態
に
よ

っ
て
差
が
あ
り
ま
す
が
、
平
均
し
た
方
式
ご
と

の
掛
金
は
概
ね
別
表
一
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
防
災
施
設
を
備
え
て
い
る
園
地
で
は

掛
金
が
別
表
二
の
よ
う
に
割
引
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
被
害
を
受
け
な
か
っ
た
場
合
、
四
年

目
か
ら
無
事
戻
し
金
と
し
て
掛
金
の
一
部
を
お

返
し
い
た
し
ま
す
。

本
年
度
は
計
八
十
六
戸
に
総
額
約
二
百
五
十

二
万
円
の
無
事
戻
し
金
を
支
払
う
予
定
で
す
。

◇
平
成
二
十
年
産
の
引
受
開
始

果
樹
共
済
の
加
入
申
込
書
の
提
出
期
間
は
、

二
月
十
五
日
か
ら
三
月
一
日
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。

既
に
加
入
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
農
家
に

は
、
職
員
が
個
別
に
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
間

伐
、
高
接
等
変
更
内
容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

安
定
し
た
経
営
を
維
持
す
る
た
め
に
、
全
園

地
加
入
し
て
万
一
の
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
、
利
根
沼
田
農
業
共
済
事
務
所
果

樹
園
芸
係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

利
根
沼
田
農
業
共
済
事
務
所

電
　
話
　
〇
二
七
八
（
二
三
）
五
一
一
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
二
七
八
（
二
三
）
〇
一
六
九
　

補償額
（共済金額）

区 分
２類
３類

品 種
陽光
ふじ

特定危険方式（円）
950,000

1,040,000
1,990,000

830,000
910,000

1,740,000

減収総合方式（円）

計

なしの場合

ありの場合
(多目的ネット)

引受方式
暴 風 雨 方 式
暴風雨･ひょう害方式
暴風雨･ひょう害･凍霜害方式
短 縮 方 式
暴 風 雨 方 式
暴風雨･ひょう害方式
暴風雨･ひょう害･凍霜害方式
短 縮 方 式

防災施設 補　償　額（円）
1,990,000
1,990,000
1,990,000
1,740,000
1,990,000
1,990,000
1,990,000
1,740,000

25,870
37,810
45,770
57,420
10,746
13,134
18,607
39,454

20年産納入額（円）

加　入　方　式
暴 風 雨 方 式
暴 風 雨 ･ ひ ょ う 害 方 式
暴風雨･ひょう害･凍霜害方式
一 般 短 縮 方 式

防風ネット
40
25
20
5

多目的ネット
80
80
70
35

防霜ファン
－
－
20
5

※納入額は農家掛金と事務費賦課金の合計となります

（別表１）

陽光10a・ふじ10aを加入した場合の補償額と納入額の目安
（別表２）

防災施設ごとの割引率（%）



とねぬまた

4

利根沼田文化会館主催事業案内�

「
地
震
カ
ミ
ナ
リ
火
事
オ
ヤ
ジ
」

第33回郷土の芸能祭

児童合唱 : 沼田ユネスコ少年少女合唱団児童合唱 : 沼田ユネスコ少年少女合唱団児童合唱 : 沼田ユネスコ少年少女合唱団児童合唱 : 沼田ユネスコ少年少女合唱団児童合唱 : 沼田ユネスコ少年少女合唱団児童合唱 : 沼田ユネスコ少年少女合唱団児童合唱 : 沼田ユネスコ少年少女合唱団児童合唱 : 沼田ユネスコ少年少女合唱団児童合唱 : 沼田ユネスコ少年少女合唱団
指揮 : ケン・シェ指揮 : ケン・シェ指揮 : ケン・シェ指揮 : ケン・シェ指揮 : ケン・シェ指揮 : ケン・シェ指揮 : ケン・シェ指揮 : ケン・シェ指揮 : ケン・シェ ソプラノ : 鵜木絵里ソプラノ : 鵜木絵里ソプラノ : 鵜木絵里ソプラノ : 鵜木絵里ソプラノ : 鵜木絵里ソプラノ : 鵜木絵里ソプラノ : 鵜木絵里ソプラノ : 鵜木絵里ソプラノ : 鵜木絵里

日時 11月23日(金）～25日(日）
午前９時～午後５時（最終日は４時）

場所 利根沼田文化会館展示会場

第32回郡市民芸術文化作品展

入 場 無 料

学習団体投影　休館日以外随時
※投影後星座早見盤をさしあげます。
※都合により投影が中止になる場合があります。
観覧ご希望の方はお問い合わせの上来館して
ください。

毎週土曜日（休館日を除く）
午後２時より４０分間

11月
12月
１月

☆投影予定
ペルセウス座物語
クリスマスのはなし
オリオン座のはなし

投 影 時 間

利根沼田文化会館
〒378－0051 沼田市上原町１８０１－２
TEL ２４－２９３５　FAX ２２－７２２６
毎週月曜日休館
http://www.oze.or.jp/～kaikan/

☆★☆主催事業へのお問い合わせは文化会館へ!★☆★

劇
団
ふ
る
さ
と
き
ゃ
ら
ば
ん
公
演

「
地
震
カ
ミ
ナ
リ
火
事
オ
ヤ
ジ
」

12
月
21
日
（
金
）
午
後
６
時
30
分
開
演

入
場
料
　
三
、
〇
〇
〇
円
（
全
席
自
由
席
）

利
根
沼
田
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

日時 11月24日(土）・25日(日）

午前９時45分開演

場所 利根沼田文化会館大ホール

入場料無料
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